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３月23日、村立東部保育所の最後の卒園式です。



能津小学校 日下小学校

3月24日
東部保育所能津分所

3月23日
東部保育所 最後

の卒園
式となりました。

加茂小学校

加茂中学校 日高中学校

卒業
おめでとう
　村内各学校で平成18年
度の卒業式が行われました。
在校生や、先生方、保護
者の方に見送られ、卒業生
たちは、新たな夢への希望
と別れのさみしさを胸に秘め
て卒業していきました。
　先生方や保護者の方々は、成長した子どもたちの姿に、
目頭を熱くさせて、子どもたちを送り出していました。

─広報ひだか 4月号─　（2）（3）　─広報ひだか 4月号─



能津小一年　小松　蓮
　二月十七日　土よう日
　きょう、学校で、学しゅうはっぴょうか
いをしました。一・二年生で、力をあわせ
てがんばりました。ぼくは、きんちょうし
ました。とうさんと、りんと、おかあさん
らあが、見にきてくれてうれしかったです。

能津小学校能津小学校

　
２
月
17
日
（ 土）
保
護
者
の
方
や
、

地
域
の
み
な
さ
ん
が
熱
い
視

線
を
送
る
な
か
、
子
ど
も
た

ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

充
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

「鬼ゴロウ」　３・４年 「どろぼう仙人」　５・６年

「やまなしもぎ」　１・２年

「やまなしもぎ」
二年　宮本 あおい　

　お母さんが、
「いってらっしゃい。気をつけてね。みんな
で見に行くき、大きい声を出して言うがで。」
と、言ったので、わたしは、
「はい。いってきます。」
と、言って元気よく学校に行きました。
　今日は、学しゅうはっぴょう会の本番の日
です。朝はごはんをいっぱい食べて、体も元
気ハツラツ。
　一年生といっしょに、セリフを考えたり、
道ぐを作ったり、毎日がんばってきました。
　学しゅうはっぴょう会がはじまり一・二年
生は、プログラム一番なので、よけいにきん
ちょうしてきたけれど、お母さんたちも見に
来てくれているので、がんばれると、思いま
した。
　げきがはじまって、一番はじめは、わたし
のセリフです。
「たろうやー。じろうやー。さぶろうやー。」
と、言ってはじまりました。
　びょう気のお母さんのやくなので、しんど
そうに、ゆっくり声を出すのが、むずかしかっ
たです。
　つぎのやくは、ぬまのぬしのやくでした。
木にのぼった、たろうを、のみこもうとする
ので、体をなみのようにうごかすのが、むず
かしかったです。
　さいごのやくは、三番目のさぶろうのやく
でした。さぶろうは、やさしくて、とてもし
ん切なのでこのやくが一番すきです。
　ばあさまに水をくみに行くところと、たろ
うとじろうに水をくみに行くところが、ちが
うところだったので、まちがいそうでした。
　刀をぬいて、ぬまのぬしに切りかかるとこ

ろも、むずかしかったです。
　今日は、いままでの中で
一番うまくできたとおもい
ます。
　休けいのとき、お母さんが、
「がんばっちょったね。」
と、言ってくれました。
「ありがとう。」
と、言うと、
「大きい声やったね。」
と、言うてくれたので、よけいにうれし
くなりました。
　みんな、すごくがんばっていたと思い
ます。
　お父さんがしごとでこれなかったので、
お母さんがビデオをとってくれました。
　今どは、かぞくみんなで、見にきても
らいたいです。
　来年は、どんなげきをするのか楽しみ
です。

　
３
月
は
卒
業
式
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
と
日
本
の
卒
業
式
は
け

っ
こ
う
違
い
ま
す
。
自
分

の
中
学
校
は
人
数
が
日
高

中
の
８
倍
ぐ
ら
い
い
ま
し

た
。
校
歌
は
あ
ま
り
覚
え

て
い
な
い
で
す
。
た
ぶ
ん

あ
り
ま
し
た
け
ど
ス
ポ
ー

ツ
大
会
以
外
に
歌
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
日
本
で
は
卒

業
式
で
歌
を
全
員
で
歌
う

で
し
ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
は

合
唱
を
苦
手
と
し
て
い
る

中
学
生
が
多
い
で
す
か
ら
、
特
別

な
部
活
を
作
っ
て
全
員
じ
ゃ
な
く

て
合
唱
部
活
が
式
で
発
表
し
ま
す
。

そ
れ
と
、
日
高
村
の
卒
業
式
は
す

ご
い
で
す
ね
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

卒
業
式
に
校
長
だ
け
で
は
な
く
て

教
育
委
員
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
村

長
も
話
し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
ア
メ
リ
カ
の
卒
業
生
た
ち

は
学
校
に
卒
業
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈

り
ま
す
。
私
た
ち
の
卒
業
の
と
き

は
新
し
い
ア
メ
フ
ト
の
ゴ
ー
ル
ポ

ス
ト
を
贈
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
国

で
も
卒
業
式
は
特
別
な
ん
で
す
ね
。
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総務課
24－5113
住民課
24－5111
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業環境課
24－4647
健康福祉課
24－5197
24－5112
保健センター
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津出張所
24－5141
土地改良区
24－5202
開発公社
24－5331

総務課
24－5113
住民課
24－5111
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業環境課
24－4647
健康福祉課
24－5197
24－5112
保健センター
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津出張所
24－5141
土地改良区
24－5202
開発公社
24－5331

く・ら・し・の

情報
く・ら・し・の

情報
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㈶
エ
コ
サ
イ
ク
ル
高
知

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

㈶
エ
コ
サ
イ
ク
ル
高
知
が
建
設
を
計
画
し
て
い

ま
す
管
理
型
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
、「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

高
知
県
が
県
庁
廃
棄
物
処
理
推
進
課
及
び
中
央
西

福
祉
保
健
所
で
施
設
設
置
許
可
申
請
書
の
縦
覧
を

行
な
い
ま
す
。

　

㈶
エ
コ
サ
イ
ク
ル
高
知
で
は
、
こ
れ
に
あ
わ
せ

て
、
生
活
環
境
影
響
評
価
調
査
書
（
準
備
書
）
を

関
係
地
域
の
住
民
の
方
々
に
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
場
所

日
高
村
企
画
課
及
び
同
能
津
出
張
所

縦
覧
期
間

平
成
19
年
４
月
10
日
㈫
か
ら５

月
９
日
㈬
ま
で　

縦
覧
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
（
た
だ
し

能
津
出
張
所
は
午
後
５
時
）
ま
で
（
土
曜
日
、

日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
）

意
見
書
の
提
出

施
設
の
設
置
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
方

は
、
調
査
書
（
準
備
書
）
に
つ
い
て
生
活
環
境

保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見
書
（
必
ず
氏
名
及

び
住
所
を
記
載
の
こ
と
）
を
高
知
県
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑴ 

提
出
期
限

　

平
成
19
年
５
月
23
日
㈬
ま
で

⑵ 

提
出
先

 

〒
７
８
０

－

８
５
７
０

  　

高
知
市
丸
ノ
内
１
丁
目
２
番
20
号

高
知
県
文
化
環
境
部
廃
棄
物
処
理
推
進
課

　
　
　

☎
０
８
８

－

８
２
３

－

９
６
８
８

反
射
タ
ス
キ

無
料
配
布

　

寒
い
冬
が
終
わ
り
、
ゆ
っ
く
り

と
春
に
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
ね
。

外
出
し
や
す
い
季
節
に
な
り
、
今

ま
で
よ
り
も
外
へ
出
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
暗
い
時
間
帯
に
出
か
け

る
際
に
は
、
暗
闇
に
ま
ぎ
れ
て
運

転
手
か
ら
見
落
と
さ
れ
な
い
よ
う

歩
行
者
側
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
高
知
県
交
通
安
全
協
会

い
の
支
部
よ
り
反
射
タ
ス
キ
を
無

料
配
布
し
ま
す
。
数
量
は
50
個
で

な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

　

早
朝
・
夕
方
〜
夜
間
に
散
歩
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
さ
れ
る
と
い
う
方

は
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

配
布
場
所
は
日
高
村
役
場
で
、

お
一
人
様
１
個
と
し
、
電
話
で
の

予
約
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

☎
２
４

－

５
１
１
３

農
業
経
営
改
善

講
座
の
ご
案
内

　

日
高
村
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
で
は
、
４
月
か
ら
毎
月
10
日
（
土
日

祝
は
日
程
が
前
後
し
ま
す
）
に
経
営
改

善
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
座
の
内
容
は
、
農
業
（
複
式
）
簿

記
の
記
帳
か
ら
わ
か
る
経
営
状
態
の
把

握
方
法
、簡
易
な
経
営
分
析
な
ど
で
す
。

　

農
業
（
複
式
）
簿
記
を
全
く
つ
け
た

こ
と
が
な
い
方
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
で
簡

単
に
簿
記
記
帳
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
簿
記
記
帳
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

平
成
19
年
４
月
10
日
㈫

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所　

Ｊ
Ａ
日
高
支
所
２
階
会
議
室

お
問
い
合
わ
せ
先

　

日
高
村
担
い
手
育
成
総
合
支
援

　

協
議
会
事
務
局 

産
業
環
境
課

　
　

☎
２
４

－

４
６
４
７

建
設
課
水
道
係
か
ら
お
知
ら
せ

　

水
道
料
金
を
口
座
引
落
の
お
客
様
は
４
月
引
落
か
ら
、
何
月
分
の
水
道
料

金
が
引
き
落
と
さ
れ
た
か
書
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

例
「
水
道　

○
○
月
分
」

金
融
機
関
（
高
知
銀
行
・
四
国
銀
行
・
Ｊ
Ａ
コ
ス
モ
ス
・
郵
便
局
）

に
よ
り
、
多
少
、
記
載
は
異
な
り
ま
す
。

ドラム缶で焼いても
 野焼きです！

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を

や
め
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近
で

焼
却
す
る
習
慣
は
、
ご
み
の
量
が

少
な
く
、
ご
み
収
集
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
な
い
頃
に
は
、
ご
み
処
理

の
た
め
に
相
応
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、

ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
は
十
分
管
理
さ
れ
た
焼
却
炉

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　

野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対

す
る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る
声
も
よ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
で
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
し
た
焼
却

炉
の
数
千
倍
か
ら
数
万
倍
の
ダ
イ

◎「廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律」により廃棄物の野焼き
は一部の例外を除いて禁止され
ています。

◎野焼きは直接罰の対象となりま
す。

５年以下の懲役もしくは1,000
万円以下の罰金、またはこれ
らの両方

や
め
よ
う
…
ご
み
の
野
焼
き

オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

減
ら
そ
う 

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く
微

量
で
も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ
す
な

ど
様
々
の
強
い
毒
性
が
あ
る
う
え

に
非
常
に
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、

土
、
川
、
海
↓
生
物
↓
食
物
↓
人

と
食
物
連
鎖
に
よ
り
次
々
に
濃
縮

汚
染
さ
れ
、
人
に
害
毒
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
更
に
心
配

な
の
は
、
母
体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ

ん
の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。
21

世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

中
央
西
福
祉
保
健
所 

環
境
課

　

☎
０
８
８
９

－

２
２

－

１
２
８
６

日
高
村
役
場 

産
業
環
境
課

　

☎
２
４

－

４
６
４
７

ドラム缶で焼いても
 野焼きです！
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こ
の
奨
学
金
は
、
高
等
学
校
等
で

勉
学
す
る
意
欲
と
能
力
を
持
ち
な
が

ら
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
を
断

念
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
奨
学
金

に
よ
っ
て
進
学
・
修
学
を
支
援
す
る

制
度
で
す
。

１
．
貸
付
金
額
に
つ
い
て

２
．
貸
付
期
間
に
つ
い
て

　

奨
学
生
が
在
学
す
る
学
校
の
、
正

規
の
修
業
年
限
を
限
度
と
し
ま
す
。

３
．
貸
付
対
象
者
に
つ
い
て

①
日
高
村
に
本
籍
又
は
住
所
を
有
す

る
方
。

②
学
資
の
支
弁
が
困
難
で
あ
り
、
向

上
心
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

③
奨
学
金
の
返
還
が
可
能
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
方
。

④
次
の
学
校
に
入
学
す
る
方
及
び
在

学
す
る
方
。

ア
．
高
等
学
校　

イ
．
専
修
学
校　

ウ
．
高
等
専
門
学
校　

エ
．
短
期
大
学　

オ
．
大
学

平
成
19
年
度

日
高
村
奨
学
金

貸
付
の
ご
案
内

区　　分 加 算 額

•70歳以上の方と同居する世帯 １人につき
210,000円

•障害者等級が１級、２級、３級と
記載された身体障害者手帳の交付を
受けている世帯
•級別が１級、２級と記載された精
神障害者保健福祉手帳の交付を受け
ている世帯

１人につき
310,000円

•父母の一方または両方がいないか、
これに準ずる状態にあるため、父子
母子家庭あるいは父母以外の方が児
童＊1を養育している世帯

１人につき
270,000円

＊１…児童福祉法［昭和22年法律第164号］第４条に
規定する児童のことです。

学 校 区 分 月　額
高等学校（高等専
門学校３年生ま
でを含む）

15,000円

専修学校 30,000円
短期大学 50,000円
大学（高等専門
学校４年生以上
を含む）

50,000円

⑤
世
帯
の
収
入
が
、
次
の
収
入
基
準
額
以
内
で

あ
る
世
帯

世帯区分 収入基準額
１人世帯 2,390,000円
２人世帯 3,130,000円
３人世帯 3,860,000円
４人世帯 4,710,000円
５人世帯 5,570,000円
６人世帯 6,350,000円
７人世帯 7,130,000円

８人以上１人増すごとに加算する額 780,000円
※この表の左欄に掲げる世帯区分に応じ、それぞれ同表
の右欄に掲げる基準額が収入基準額となります。ただ
し、左表の各号に該当する世帯については、当該基準
額に当該各号に掲げる額を加算して得た額が当該世帯
の収入基準額となります。

４
．
奨
学
金
の
返
還
に
つ
い
て

　

奨
学
金
は
、
卒
業
の
月
の
１
ヶ
月

後
よ
り
左
記
の
期
間
内
に
返
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

＊
日
高
村
奨
学
金
の
ほ
か
に
国
、
県

等
の
奨
学
金
貸
付
を
受
け
て
い
る

方
は
、
そ
の
額
を
証
す
る
も
の
を

委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

５
．
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

　

申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し

て
、
日
高
村
教
育
委
員
会
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

①
収
入
証
明
書
（
所
得
を
有
す
る
家

族
全
員
の
証
明
）

②
在
学
証
明
書　

ま
た
は　

合
格
通

知
書
の
写
し

③
住
民
票（
同
一
世
帯
全
員
の
票
）等

６
．
受
付
期
間
に
つ
い
て

平
成
19
年
４
月
６
日
㈮
〜

４
月
20
日
㈮  

午
後
５
時
ま
で

　

詳
し
く
は
、
日
高
村
教
育
委
員
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

　

日
高
村
教
育
委
員
会

　
　

☎ 

２
４

－

５
１
１
５

日
高
村
教
育
委
員
会

申
込
者
の
多
い
場
合
は
、
選
考
に
よ
り

貸
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

貸付金額　 返還期間

① 1,440,000円以下 ８年間
以内

② 1,440,000円～
2,940,000円以下

12年間
以内

③ 2,940,000円～
3,600,000円以下

15年間
以内

④ 3,600,000円以上 20年間
以内

　

平
成
18
年
度
よ
り
自
立
支
援
法
が
は
じ
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

　

左
記
の
福
祉
共
通
券
が
そ
れ
に
伴
い
変
更
に
な
り
ま
す
。

変
更
点

①
名
称
の
変
更

　

移
動
支
援
事
業
利
用
券

②
ガ
ソ
リ
ン
券

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
又
は
、
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
本
人
運
転
ま
た
は
、
本
人

名
義
及
び
同
一
生
計
者
名
義
の
自
家
用
自
動
車
等
を
介
護

者
が
当
該
対
象
者
の
移
動
手
段
と
し
て
運
転
す
る
場
合
に

使
用
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
の
仕
方
が
変
更
に
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
健
康
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

③
オ
ム
ツ
券

　

廃
止
に
な
り
ま
す
。

　
　※
現
在
お
使
い
の
「
福
祉
共
通
券
」
は
有
効
期
限
ま
で
ご
使

用
い
た
だ
け
ま
す
。

該
当
者
（
従
来
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

○
身
体
障
害
者
手
帳
…
…
…
…
…
１
・
２
級
の
方

　

○
療
育
手
帳
…
…
…
…
…
…
…
…
Ａ
１
・
Ａ
２
の
方

　

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
…
１
・
２
級
の
方

※
入
所
、
入
院
中
の
場
合
は
、
退
所
ま
た
は
、
退
院
し

た
後
に
使
用
（
申
請
）
が
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

日
高
村
健
康
福
祉
課

　
　

☎ 

２
４

－

５
１
９
７　

障
害
担
当

日
高
村
福
祉
共
通
券

（
お
む
つ
券
、
タ
ク
シ
ー
券
、
ガ
ソ
リ
ン
券
）

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
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平成19年度の総合健診を下記の日程にて実施致します。
自分では気付かない病気を早期に発見し、早期に治療する大きなチャンス！是非ご受診ください。

実　施 予定時間 対象地区 実施場所 健診種別 健診科目・料金・対象者

５月10日㈭ ７：30～11：00 能津地区 能津小学校
能津公民館

能津地区総合健診
（乳がん、子宮がん検診を除く） レントゲン検診　　　無料…65歳以上の方

胸部（肺がん）検診　　無料…40歳以上の方
胸部レントゲン検診及び喀痰検査（必要な方）

（但し喀痰検査は1,000円）

胃がん検診　　　　1,400円…40歳以上の方

子宮がん検診　　　1,000円…20歳以上の方

乳がん検診（マンモグラフィ検診）　1,000円
40歳以上の方で平成19年度に偶
数年齢の方。（但し、平成18年
度未受診の方は受診出来ます。）

基本（循環器）検診　1,300円…40歳以上の方

肝炎ウイルス検査
　無料…平成19年度中に40歳になる方

大腸がん検診　　　　500円…40歳以上の方
　（当日は容器の配布問診のみ）

70歳以上の方及び村民税非課税世帯の
方は無料

胸部（結核・肺がん）、基本（循環器・肝炎ウィ
ルス検査）、胃がん、大腸がん、歯科相談

6月20日㈬ ７：30～11：00 下分地区
（奥の谷除く）

日高村保健センター
社会福祉センター

下分地区総合健診
（乳がん、子宮がん検診を除く）
胸部（結核・肺がん）、基本（循環器・肝炎ウィ
ルス検査）、胃がん、大腸がん、歯科相談

6月21日㈭ ７：30～11：00 加茂地区
鹿児地区

日高村保健センター
社会福祉センター

加茂・鹿児地区総合健診
（乳がん、子宮がん検診を除く）
胸部（結核・肺がん）、基本（循環器・肝炎ウィ
ルス検査）、胃がん、大腸がん、歯科相談

6月22日㈮ ７：30～11：00 沖名地区 日高村保健センター
社会福祉センター

沖名地区総合健診
（乳がん、子宮がん検診を除く）
胸部（結核・肺がん）、基本（循環器・肝炎ウィ
ルス検査）、胃がん、大腸がん、歯科相談

6月24日㈰ ７：30～11：00
本郷地区
（鹿児を除く）
奥の谷地区

日高村保健センター
社会福祉センター

本郷・奥の谷地区総合健診
（乳がん、子宮がん検診を除く）
胸部（結核・肺がん）、基本（循環器・肝炎ウィ
ルス検査）胃がん、大腸がん、歯科相談

※能津・下分・加茂地区については当日のみ送迎バスを運行いたしますのでお気軽にご利用ください。（５／10・６／20・６／21）

◎平成19年度より日曜日も健診を行います。19年度は本郷地区の方を対象としておりますが、毎年日曜日実施地区は変更さ
せて頂く予定です。
※「乳がん検診」「子宮がん検診」は７月以降の実施を予定しておりますので日程が決まり次第お知らせします。

【肝炎ウイルス検査の対象者】
　①平成19年度中に40歳になる方
　②平成19年度基本健康診査において肝機能値により、要指導と判定された方
③過去５年間の肝炎ウイルス検診の対象者（節目検診対象者及び節目外検診対象者）
であって受診機会を逃した方

（※注意）①、③の方につきましては、役場で把握できている方については個別に通知させて
いただきます。

　【実施方法】
　総合健診の基本健康審査と同時に行います（血液検査時に血液を採取します）
ので、肝炎検査のみでもかまいませんが基本健診結果と併せて総合的に指導が行
える為、基本健診を「希望しない」とご連絡いただいた方にも、今回基本健診も
受診されます事をお勧めいたします。

◆◆3月8日実施献血にご協力
ありがとうございました◆◆

住所等 氏　名 住所等 氏　名
奥 の 谷 十川　昭太 錦山観光開発㈱ 西川　賢正

〃 森下　晶子 〃 青木　慎一
日の出団地 水田　直子 〃 竹田　泰規
西 田 三 班 秋本　智弥 〃 味元　美智
県 住 北添　　尚 〃 川瀬　智絵
戸 梶 澁谷　豊顕 〃 上野　美奈
岩 目 地 西 川瀬　富貴 〃 弘瀬　真人
岩 目 地 東 北添　理花 〃 山崎　洋祐
下 の 谷 山中　英二 〃 西森　　宝
高 知 市 吉田　真二 〃 森田　訓広
い の 町 伊藤　　勲 〃 田中真梨子
佐 川 町 今橋　和也 〃 尾崎佐枝子

〃 山田　真一 〃 岡　　美希
〃 森　　正彦 〃 西森　裕二

土 佐 市 竹中みゆき 日高村役場 片岡　信次
他 ６名

　高知保険医協会は県下の医師・歯科医師約600名
で構成された団体です。下記の内容で朝９時から
翌朝９時まで、24時間同じテーマのテープを流し
ています。健康テレホンサービスの電話番号は 
　０８８－８３２－５２６６ です。

４ 月
▼月曜日　抜歯の後の注意点
▼火曜日　しらが染めは体に大丈夫？
▼水曜日　咽頭癌について
▼木曜日　レーザーによる近視治療
▼金曜日　腫瘍マーカーとは
▼土・日　夜間頻尿

※日曜日、祝日は前日と同じテーマが流れます。

健康テレホンサービス
のご案内

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

お問い合わせ
日高村保健センター
☎ ２４－７８５１

平成19年度　日高村総合健診実施日程表
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【乳幼児健診】
健診種別 実施日 曜日 対　象　者 健診内容 通知方法 実施場所

乳児健診
（生後３ヶ月～

８ヶ月）

H19年４月20日 金 H18. ７. 21～H19. １. 20生
身体計測・問診・内科診察・
歯科指導・母乳相談・育児
相談・離乳食指導

個別通知 日高村
保健センター

H19年７月26日 木 H18. 10. 25～H19. ４. 26生
H19年10月12日 金 H19. １. 13～H19. ７. 12生
H20年１月24日 木 H19. ４. 25～H19. 10. 24生

乳児健診
（生後９ヶ月～

12ヶ月）

H19年６月12日 火 H18. ６. 13～H18. ９. 12生
身体計測・問診・内科診察・
歯科指導・育児相談・栄養
指導・保健指導

H19年９月11日 火 H18. ９. 12～H18. 12. 11生
H19年12月７日 金 H18. 12. ８～H19. ３. ７生
H20年２月22日 金 H19. ２. 23～H19. ５. 22生

１歳６ヶ月健診
（１歳６ヶ月～

１歳11ヶ月）

H19年６月12日 火 H17. ６. 13～H17. 12. 12生 身体計測・問診・内科診察・
歯科診察（親子）・歯科指導・
栄養指導・保健指導・育児
相談

H19年９月11日 火 H17. ９. 12～H18. ３. 11生
H19年12月７日 金 H17. 12. ８～H18. ６. ７生
H20年２月22日 金 H18. ２. 23～H18. ８. 22生

３歳児健診
（３歳４ヶ月～

３歳11ヶ月）

H19年５月15日 火 H15. ５. 16～H16. １. 15生 身体計測・検尿・問診・内
科診察・歯科診察・歯科指導・
栄養指導・保健指導・育児
相談

H19年８月21日 火 H15. ８. 22～H16. ４. 21生
H19年11月９日 金 H15. 11. 10～H16. ７. ９生
H20年２月８日 金 H16. ２. ９～H16. 10. ８生

※乳児健診（生後９ヶ月～12ヶ月）と１歳６ヶ月健診は合同で行っています。

【定期予防接種（集団接種）】
定期予防接種名 実　施　日 曜日 対　象　者 通知方法 実施場所
ポリオ予防接種　　

（生後３ヶ月～７歳６ヶ月未満）
H19年４月26日 木 H11. 10. 27～H19. １. 26生 個別通知 日高村

保健センターH19年10月23日 火 H12. ４. 24～H19. ７. 23生
※ BCG・三種混合・麻しん風しん混合については個別接種にて実施していますので、通知が届きましたら、お子様の体調の
良い日に接種するようにしてください。
※日本脳炎は平成19年度もワクチン接種の積極的な接種勧奨の差し控えの通知が国から出ています。希望される方のみ予診
票を送付いたします。

【村内指定医療機関】
医療機関名 電話番号 受　診　日 時　　間 備　　考

日高クリニック 24－7785　　　 月・火曜日の午後
木・金曜日の午後

午後１時 30 分～
４時 30 分

往診の為、不在の場合があります。
BCGは事前（２～３日前）に予約が必要です。

柳瀬診療所　　 088－897－0311 月・火曜日の午後
木・金曜日の午後

午後１時 30 分～
３時 30 分

往診の為、不在の場合があります。
事前に予約が必要です。

※村内では上記の医療機関で、その他県下全域で予防接種が可能な医療
機関にて実施できます。（事前に医療機関にお問い合わせください。）

平成19年度　日高村乳幼児健診及び定期予防接種実施日程表

【お問い合わせ先】

日高村保健センター　☎ 24‒7851

乳幼児医療費の助成割合が
変更になりました

　４月１日より乳幼児医療費の日高村の助成割合が変
更になりました。

◉乳児（０歳）
　公費番号 73　自己負担分全額助成（この分は変更無し）
◉非課税世帯（１歳～就学前）
　公費番号 73　自己負担分全額助成（この分は変更無し）
◉児童手当受給世帯（所得制限内の世帯）
　（１歳～就学前）
　公費番号 74　自己負担分全額助成（変更分）
◉児童手当未受給世帯（所得制限を越した世帯）
　（１歳～就学前）
　公費番号 75　自己負担分全額助成（変更分）

　該当者には、変更した受給者証を送付致しました。
ご確認をお願いします。
　なお、新たに出生した。保険証の変更があった場合
（有効期限が変更になった場合を含む）、住所が変更に
なった。などの場合は必ず届出が必要です。
　ご不明な点がございましたら、日高村健康福祉課ま
でご連絡ください。

　　　連絡先　日高村健康福祉課
　　　　　　　☎ 24－5197　乳幼児医療担当

◎
拡
充
の
内
容

　

我
が
国
に
お
け
る
急
速
な
少
子
化
の
進
行
等
を
踏

ま
え
、
若
い
子
育
て
世
帯
等
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
観
点
か
ら
、
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
養
育
者

に
対
す
る
児
童
手
当
の
額
を
、
第
１
子
及
び
第
２
子

に
つ
い
て
倍
増
し
、
出
生
順
位
に
か
か
わ
ら
ず
一
律

月
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
の
児
童
手
当
の
額
、
支

給
対
象
年
齢
及
び
所
得
制
限
限
度
額
に
つ
い
て
は
、

現
行
ど
お
り
で
す
。

施
行
日

　

平
成
19
年
４
月
１
日

（
拡
充
後
の
最
初
の
支
給
月
平
成
19
年
６
月
）

※
今
回
の
改
正
で
は
、
受
給
者
か
ら
特
段
の
手
続
を

行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
３
歳
未
満
の
児
童
手

当
等
の
額
は
一
律
月
額
１
０
、０
０
０
円
と
な
り
ま

す
が
、
３
歳
到
達
後
の
翌
月
か
ら
は
、
第
１
子
及
び

第
２
子
の
手
当
額
は
５
、０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
（
公
務
員
の
方
は
勤
務

先
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら

児
童
手
当
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

〈０歳以上３歳未満の児童の養育者に対する児童手当〉

（現行）
　第１子、第２子　　　第３子以降

　　　　月額 5,000円　　　月額 10,000円
　　　　　　　⬇ 　　　　　　　　⬇
（改正）　月額 10,000円　　　月額 10,000円
　　　　　　（倍増）　　　　   （現行どおり）

〈３歳以上（現行どおり）〉
第１子、第２子　月額  5,000円
第３子以降　　　月額 10,000円
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平成19年４月１日午前０時より翌年３月31日午後12時まで（申込受付は平成19年３月から）

団
体 加入区分 掛　金

（※） 対象範囲

保　険　金　額

共済見舞金
傷　害　保　険

賠償責任保険
（支払限度額）死　亡 後遺障害

（最高）

入　院
(日額)

通　院
(日額)

実治療日数４日以上

子
ど
も
の
団
体

A
中学生以下の子ども
スポーツ活動を行わない大人

（高校生以上）
500円 団体活動中とその往復中

（学校管理下を除く。） 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円
身体賠償1人1億円　1事故5億円
財物賠償1事故500万円

（各免責金額1,000円）

突然死
⎛急性心不全、⎞
⎝脳内出血など⎠
160万円AW子ども

ワイド

⎡中学生以下の方が⎤
⎣ご加入できます。⎦

中学生以下の子ども 1,050円

団体活動中とその往復中
（学校管理下を除く。） 2,100万円 3,150万円 5,000円 2,000円 上記補償に身体・財物賠償合算

　1事故500万円を加算
上記以外の個人練習、
個人活動など
（学校管理下を除く。）

100万円 150万円 1,000円 500円
身体賠償、財物賠償合算
1事故500万円

（免責金額1,000円）

対象と　　
なりません。

AC Ａ、ＡＷ子ども
ワイドの子ども（中学生以下）

の指導・支援として一緒にスポー
ツ活動を行う大人（高校生以上）

1,000円

団体活動中とその往復中
（学校管理下を除く。）

1,000万円 1,500万円 2,500円 1,000円 身体賠償1人1億円　1事故5億円
財物賠償1事故500万円

（免責金額1,000円） 突然死
⎛急性心不全、⎞
⎝脳内出血など⎠
160万円

C 1,500円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円
大
人
の
団
体

A 高校生以上の文化活動団体 500円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円
身体賠償1人1億円　1事故5億円
財物賠償1事故500万円

（各免責金額1,000円）

B 老人クラブなどの団体 800円 600万円 900万円 1,800円 1,000円
C 高校生以上のスポーツ活動団体 1,500円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円
D 危険度の高いスポーツ活動団体 9,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円

加入区分・掛金・補償金額
5名以上の団体でご加入ください。

対象となる事故 ★グループ活動中の事故　★往復中の事故
保 険 期 間

財団
法人 スポーツ安全協会
高知県支部（高知県体育協会内）

※「子ども」とは中学生以下及び特別支援学校の児童、生徒及び幼児を、「大人」とは、高校生以上の生徒、学生、社会人などをいいます。
※同一団体で１口しか加入できません。中途加入する場合、中途脱退する場合も年間掛金を適用します。加入後の加入者の入換え、加入区分の変更はできません。
※掛金には(財)スポーツ安全協会で運営する「共済見舞金制度」の掛金、１人20円が含まれています。

お問い合わせ　日高村教育委員会　☎24-5115

【
主
な
相
談
内
容
】

○
交
通
事
故
の
法
律
問
題

○
賠
償
額
の
算
定

○
示
談
の
仕
方

○
自
賠
責
保
険
等
の
利
用
・
請
求
の
仕
方

○
訴
訟
・
調
停
の
仕
方

○
そ
の
他

所
在
地

　

高
知
市
丸
の
内
１
丁
目
７

－

52

（
県
庁
西
庁
舎
１
階
）

　

☎ 

０
８
８

－

８
２
１

－

４
７
７
０

相
談
受
付
時
間

月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
８
時
30
分
〜

17
時
15
分
（
土
、
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
は
お
休
み
で
す
。）

６月１日実施
商業統計調査

　６月１日、商業統計調査が全国一斉に行
われます。全国の卸売業、小売業を営むす
べての事業所が調査の対象となります。
　この調査は、商業の実態を明らかにし、
国や都道府県・市区町村における商業の振
興、中心市街地の活性化など流通産業施策
のための基礎資料となるものです。
　５月下旬から調査員が各事業所に伺いま
す。
　また、この調査は、統計法に基づいて実
施される国の重要な調査です。提出された
調査票を、統計上の目的以外に使用するこ
とはありません。皆様のご協力をお願いし
ます。
ホームページアドレス
http://www.meti.go.jp/statistics/index.html

経済産業省／高知県／日高村

＊
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
で

行
っ
て
い
ま
す
。）

　
　

毎
週
木
曜
日　

13
時
〜
16
時

＊
移
動
相
談

　

•
県
安
芸
総
合
庁
舎

　
　
（
安
芸
市
矢
ノ
丸
１

－

４

－

36
）

　

毎
月
第
２
木
曜
日　

13
時
〜
16
時

　

•
県
幡
多
総
合
庁
舎

　
　
（
四
万
十
市
中
村
山
手
通
19
）

　

毎
月
第
３
木
曜
日　

13
時
〜
16
時

相
談
さ
れ
る
方
は
、
十
分
お
話
を
お
伺

い
し
た
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
相
談
修

了
時
刻
の
１
時
間
前
ま
で
に
お
い
で
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
事
故
の
相
談
は
お
早
め
に
！

相
談
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ス ポ ー ツ 安 全 保 険
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日
高
村
役
場
よ
り

お
知
ら
せ

平
成
19
年
４
月
１
日
よ
り
日
高
村
役
場
の
担
当
課
の
分

掌
事
務
（
業
務
内
容
）
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

勤
務
時
間
に
つ
き
ま
し
て
も
、
8
時
30
分
〜
17
時
30
分

ま
で
と
な
り
ま
す
。

総
務
課　
　

☎ 

２
４

－

５
１
１
３

　
　
　
　
　
　

℻ 

２
４

－

４
３
６
０

•
総
務
管
理
業
務　

条
例
、規
則
、公
示
、広
告
、情

報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

•
行
政
管
理
業
務　

行
政
改
革
、
行
政
の
考
査
、

事
務
の
管
理
及
び
改
善
、
機
構
、
事
務
分

掌
、
文
書
及
び
公
印
の
管
理
、
職
員
定
数

に
関
す
る
こ
と
。

•
情
報
政
策
業
務　

情
報
シ
ス
テ
ム
の
管
理
、
運

営
、
地
域
情
報
化
、
行
政
の
情
報
化
に
関

す
る
こ
と
。

•
財
政
業
務　

財
政
、
予
算
に
関
す
る
こ
と
。

•
人
事
業
務　

職
員
の
人
事
管
理
、
採
用
、
給
与
、

職
員
の
福
利
厚
生
・
共
済
・
研
修
に
関
す

る
こ
と
。

•
契
約
業
務　

工
事
の
入
札
・
契
約
に
関
す
る
こ

と
。

•
工
事
検
査
業
務　

村
が
行
う
工
事
の
検
査
等
に

関
す
る
こ
と
。

•
防
災
安
全
対
策
業
務　

消
防
、
防
災
、
交
通
安

全
、
防
犯
に
関
す
る
こ
と
。

•
統
計
調
査
業
務　

各
種
統
計
に
関
す
る
こ
と
。

•
選
挙
管
理
業
務　

選
挙
に
関
す
る
こ
と
。

•
議
会
運
営
に
つ
い
て　

定
例
議
会
の
議
案
に
関

す
る
こ
と
。

•
そ
の
他
、
他
課
の
主
管
に
属
さ
な
い
こ
と
。

出
納
室　
　

☎ 

２
４

－
５
１
１
１

　
　
　
　
　
　

℻ 

２
４

－
７
９
６
６

•
出
納
事
務　

公
金
の
受
け
入
れ
、
支
払
い
に
関

す
る
こ
と
。

•
物
品
管
理
業
務　

庁
内
の
物
品
管
理
に
関
す
る

こ
と
。

•
決
算
事
務　

決
算
統
計
に
関
す
る
こ
と
。

住
民
課　
　

☎ 

２
４

－

５
１
１
１

　
　
　
　
　
　

℻ 

２
４

－

７
９
６
６

•
住
民
税
に
つ
い
て　

個
人
村
県
民
税
の
賦
課
及

び
収
納
、
法
人
村
民
税
及
び
軽
自
動
車
税

等
諸
税
に
関
す
る
こ
と
。

•
資
産
税
に
つ
い
て　

固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）

の
賦
課
、
固
定
資
産
税（
家
屋
、
土
地
、
特

別
土
地
保
有
税
）
の
賦
課
に
関
す
る
こ
と
。

•
国
保
・
年
金
に
つ
い
て　

国
保
の
資
格
・
相
談
、

国
保
料
の
収
納
・
還
付
、
国
民
年
金
に
関

す
る
こ
と
。

•
税
務
管
理
業
務　

村
税
の
払
い
戻
し
、
村
税
・

国
保
料
の
口
座
振
替
、
村
税
等
の
徴
収
、

滞
納
整
理
、
税
務
証
明
に
関
す
る
こ
と
。

•
窓
口
業
務　

印
鑑
証
明
、
住
民
基
本
台
帳
、
戸

籍
、
外
国
人
登
録
、
埋
火
葬
許
可
、
電
子

証
明
書
、
墓
地
に
関
す
る
こ
と
。

•
出
張
所
業
務　

能
津
出
張
所
に
お
け
る
印
鑑
証

明
・
住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
の
交
付
、
税

務
証
明
に
関
す
る
こ
と
。

健
康
福
祉
課　
　

☎ 

２
４

－

５
１
９
７

　
　
　
　
　
　
　

℻ 

２
４

－

７
９
０
０

（
本
庁
で
の
業
務
）

•
介
護
保
険
業
務　

介
護
保
険
業
務
全
般
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

•
保
険
医
療
業
務　

国
民
健
康
保
険
の
給
付
、
老

人
医
療
、
乳
幼
児
医
療
、
母
子
医
療
、
障

害
者
・
児
医
療
に
関
す
る
こ
と
。

•
障
害
福
祉
業
務　

障
害
者
・
児
福
祉
に
関
す
る

こ
と
。

•
高
齢
者
福
祉
業
務　

高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
こ

と
。

•
児
童
福
祉
業
務　

児
童
福
祉
、
母
子
・
寡
婦
・

父
子
福
祉
、
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当

等
に
関
す
る
こ
と
。

•
保
育
業
務　

保
育
所
入
所
、
保
育
の
実
施
に
関

す
る
こ
と
。

•
社
会
福
祉
業
務　

民
生
委
員
児
童
委
員
、
生
活

保
護
、
保
護
司
会
、
戦
傷
病
者
及
び
遺
族

等
の
援
護
、
そ
の
他
社
会
福
祉
に
関
す
る

こ
と
。

•
人
権
行
政
に
つ
い
て　

人
権
啓
発
・
人
権
擁
護

等
人
権
行
政
全
般
に
関
す
る
こ
と
。

（
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
業
務
）
☎ 

２
４

－

７
８
５
１

•
地
域
保
健
業
務　

地
域
保
健
、
医
事
、
薬
事
、

感
染
症
、
母
子
手
帳
等
に
関
す
る
こ
と
。

•
健
康
づ
く
り
業
務　

健
康
推
進
、
健
診
、
予
防

接
種
、
健
康
相
談
、
献
血
、
食
生
活
改
善

事
業
等
に
関
す
る
こ
と
。

•
子
育
て
支
援
業
務　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
業

務
に
関
す
る
こ
と
。

（
東
・
西
福
祉
館
で
の
業
務
）

•
福
祉
館
業
務　

東
部
・
西
部
福
祉
館
業
務
及
び

東
部
児
童
館
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

建
設
課　
　

☎ 

２
４

－

５
１
１
４

　
　
　
　
　
　

℻ 

２
４

－

４
７
９
３

•
公
共
土
木
業
務　

公
共
土
木
施
設
の
新
設
改
良
、

維
持
修
繕
、
災
害
復
旧
、
管
理
に
関
す
る

こ
と
。
公
共
土
木
事
業
の
設
計
、
指
導
等

に
関
す
る
こ
と
。
国
又
は
県
が
行
う
公
共

土
木
事
業
へ
の
協
力
等
に
関
す
る
こ
と
。

そ
の
他
土
木
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

•
農
林
土
木
業
務　

農
林
土
木
事
業
の
計
画
・
立

案
、
事
業
の
実
施
に
係
る
地
元
調
整
、
事

業
の
設
計
、
指
導
監
督
及
び
施
工
に
関
す

る
こ
と
。
農
林
業
施
設
及
び
農
地
の
災
害

復
旧
、
防
災
に
関
す
る
こ
と
。
そ
の
他
、

農
林
業
土
木
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

•
水
道
業
務　

水
道
施
設
の
管
理
・
水
質
管
理
、

水
道
給
水
装
置
の
新
設
・
休
止
・
廃
止
等

に
関
す
る
こ
と
。
水
道
使
用
量
に
関
す
る

こ
と
（
検
針
業
務
）。
水
道
使
用
料
金
の

徴
収
に
関
す
る
こ
と
（
納
付
書
発
行
・
口

座
振
替
業
務
）。

•
村
道
等
の
認
定
及
び
廃
止
に
関
す
る
こ
と
。

•
道
路
及
び
河
川
の
占
用
申
請
及
び
許
可
に
関
す

る
こ
と
。

•
用
地
取
得
業
務　

公
共
土
木
施
設
用
地
の
取
得

等
、
登
記
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

産
業
環
境
課　
　

☎ 

２
４

－

４
６
４
７

　
　
　
　
　
　
　

℻ 

２
０

－

１
５
２
５

•
産
業
振
興
業
務　

農
業
、
林
業
、
水
産
業
、
工

業
、
商
業
、
鉱
業
に
関
す
る
こ
と
。

•
農
地
に
関
す
る
業
務　

農
地
関
係
の
調
整
に
関

す
る
こ
と
。

•
観
光
に
関
す
る
業
務　

観
光
・
イ
ベ
ン
ト
・
交

流
に
関
す
る
こ
と
。

•
地
籍
調
査
業
務　

地
籍
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

•
環
境
保
全
業
務　

自
然
保
護
、
環
境
保
全
、
清

掃
に
関
す
る
こ
と
。

•
環
境
衛
生
業
務　

公
害
に
関
す
る
こ
と
。

•
農
村
公
園
、
錦
山
公
園
に
関
す
る
こ
と
。

•
農
業
委
員
会
と
の
連
携
に
関
す
る
こ
と
。

•
消
費
者
行
政
に
関
す
る
こ
と
。

•
狂
犬
病
予
防
と
犬
の
登
録
に
関
す
る
こ
と

•
そ
の
他
産
業
経
済
一
般
に
関
す
る
こ
と
。

企
画
課　
　

☎ 

２
４

－

５
１
１
３

　
　
　
　
　
　

℻ 

２
４

－

４
３
６
０

•
企
画
調
整
業
務　

企
画
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

•
広
域
行
政　

広
域
行
政
に
関
す
る
こ
と
。

•
管
財
業
務　

庁
舎
管
理
、
公
用
車
管
理
、
公
有

財
産
（「
行
政
財
産
」
の
総
括
、
普
通
財

産
の
管
理
）

•
公
営
住
宅
管
理
業
務　

公
営
住
宅
の
維
持
管
理

に
関
す
る
こ
と
。

•
住
宅
新
築
資
金
等
関
係
業
務　

住
宅
新
築
資
金

等
に
関
す
る
こ
と
。

•
公
園
管
理
業
務　

国
岡
公
園
に
関
す
る
こ
と
。

•
広
報
編
集
業
務　

村
広
報
活
動
に
関
す
る
こ
と
。

議
会
事
務
局　
　

☎ 

２
４

－

７
７
７
７

　
　
　
　
　
　
　

℻ 

２
４

－

５
５
１
１

•
議
会
関
係
事
務　

村
議
会
に
関
す
る
こ
と
。

•
監
査
事
務　

村
の
事
務
監
査
に
関
す
る
こ
と
。

教
育
委
員
会　
　

☎ 

２
４

－

５
１
１
５

　
　
　
　
　
　
　

℻ 

２
０

－

１
５
７
２

•
教
育
委
員
会
総
務　

教
育
委
員
会
の
総
務
、
人

事
、
給
与
、
学
校
施
設
の
管
理
、
建
設
計

画
に
関
す
る
こ
と
。

•
学
校
教
育　

学
校
の
組
織
編
成
、
学
習
指
導
、

進
路
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

•
学
事
関
係
事
務　

校
区
、
児
童
生
徒
の
入
学
・

転
校
、
学
校
給
食
に
関
す
る
こ
と
。

•
生
涯
学
習　

地
域
教
育
の
企
画
・
調
整
、
文
化

財
保
護
、
地
域
公
民
館
に
関
す
る
こ
と
。

•
村
立
図
書
館　

図
書
の
利
用
や
貸
出
に
関
す
る

こ
と
。

•
青
少
年
育
成　

青
少
年
に
関
す
る
指
導
、
育
成
、

援
助
に
関
す
る
こ
と
。

•
総
合
運
動
公
園
管
理　

日
高
村
総
合
運
動
公
園

に
関
す
る
こ
と
。

介
護
保
険
業
務
・
保
険
医
療

業
務
（
国
民
健
康
保
険
の
給

付
、
老
人
医
療
）

☎ 

２
４

－

５
１
１
２



─広報ひだか 4月号─　（10）（11）　─広報ひだか 4月号─

　

２
月
11
日
㈰
、
戸
梶
地
区
自
治
会
、
日

高
の
川
を
美
し
く
す
る
会
、
日
高
ニ
コ
２

エ
コ
応
援
団
等
が
集
ま
り
結
成
さ
れ
た
、

『
日
高
を
美
し
く
す
る
会
』
に
よ
る
不
法

投
棄
物
の
撤
去
作
業
が
、
約
35
名
の
参
加

に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
知
県
の
『
不
法
投
棄
し
な

い
・
さ
せ
な
い
事
業
』
に
よ
る
も
の
で
、

昨
年
11
月
９
日
に
実
施
し
ま
し
た
村
内

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
、
特
に
不
法

投
棄
物
が
多
く
捨
て
ら
れ
て
い
た
地
区
内

２
ヶ
所
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
９
時
か
ら
作
業
を
開
始
し

ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機

等
の
家
電
製
品
を
は
じ
め
、
そ
の
他
様
々

な
ゴ
ミ
が
予
想
以
上
に
捨
て
ら
れ
て
お

り
、
中
々
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
に
木
や
草
で
見
え

な
か
っ
た
家
電
製
品
や
、
山
の
斜
面
だ
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
下
り
て

み
る
と
ゴ
ミ
の
上
に
土
が
被
さ
っ
て
い
る

と
い
う
状
況
に
、
参
加
者
全
員
驚
き
を
隠

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

作
業
内
容
は
大
き
く
分
け
て
、
家
電
製

品
を
機
械
で
引
き
上
げ
ト
ラ
ッ
ク
へ
積
み

込
む
作
業
と
、
そ
の
他
の
様
々
な
ゴ
ミ
を

参
加
者
各
自
が
ご
み
袋
を
持
ち
、カ
ン
類
・

ビ
ン
類
・
不
燃
物
等
に
拾
い
分
け
、
そ
れ

を
大
型
の
袋
へ
ま
と
め
る
と
い
っ
た
作
業

で
し
た
。

　

急
な
斜
面
を
這
う
よ
う
に
ゴ
ミ
を
拾
い

集
め
、
午
後
１
時
過
ぎ
に
簡
単
な
昼
食
を

と
り
、
休
憩
も
そ
こ
そ
こ
に
作
業
を
再
開

し
ま
し
た
が
、
先
に
も
述
べ
ま
し
た
と
お

り
ゴ
ミ
の
上
に
ゴ
ミ
が
重
な
り
、
そ
の
上

に
土
が
被
さ
っ
て
い
る
中
で
の
作
業
は
、

相
変
わ
ら
ず
思
う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

結
局
、
午
後
４
時
30
分
ま
で
作
業
を
続

け
ま
し
た
が
、
当
初
予
定
し
た
２
ヶ
所
の

内
、
１
ヶ
所
し
か
で
き
ず
、
ま
た
、
朝
か

ら
取
り
掛
か
っ
た
そ
の
場
所
も
家
電
製
品

（
４
ｔ
車
２
台
分
）は
撤
去
で
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
外
の
様
々
な
ゴ
ミ
（
４
ｔ
車
２
台

分
を
撤
去
）
は
完
全
に
撤
去
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
、
残
っ
て
い
る
ゴ
ミ
の
撤
去
作
業

を
実
施
す
る
と
共
に
、
不
法
投
棄
を
し
な

い
・
さ
せ
な
い
た
め
に
、
環
境
パ
ト
ロ
ー

ル
の
強
化
や
啓
発
看
板
の
設
置
、
ま
た
、

自
然
に
優
し
い
日
高
村
を
め
ざ
す
様
々
な

取
り
組
み
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

不
法
投
棄
し
な
い
・
さ
せ
な
い
事
業
実
施
！

【撤去されたゴミ】

テレビ 15台　　冷蔵庫 15台
洗濯機 10台
電子レンジ・温風ヒーター 各１台
パソコン １式
焼却処理（紙くず等） 1.5ｔ
埋立処理（廃プラ）・金属 1.8ｔ

　

去
る
２
月
２
日
㈮
に
四
国
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
高
知
駅
の
石
田
企
画
部
長
と

片
岡
副
長
が
役
場
を
訪
れ
、
Ｓ
Ｌ
列
車

の
運
行
の
際
、
村
を
あ
げ
て
の
警
備
や

売
店
等
へ
の
協
力
に
対
し
、
感
謝
の
ご

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
Ｓ
Ｌ

列
車
「
一
豊
＆
千
代
号
」
の
特
製
ヘ
ッ

ド
マ
ー
ク
が
村
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
村
で
は
下
分
小
村
神
社
前
へ

の
Ｊ
Ｒ
新
駅
設
置
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
四

国
と
協
議
を
進
め
て
い
る
最
中
で
も
あ

り
、
こ
の
盛
り
上
が
り
を
新
駅
設
置
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
に
鉄
道
に

関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
い
っ
そ
う

鉄
道
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｓ
Ｌ
列
車
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク

村
に
贈
呈
さ
れ
る



　日高村地域子育て支援センターは、親子であそんだり、おかあさん方や地域
の方々が交流したりする「出会いの場」です。
　これからも支援センターが交流の「場」となり、子育ては大変だけど楽しい！
と思えることができるよう、また、日高村の子どもたち一人ひとりがその子ら
しく生き生きと成長できるような取り組みをしていきたいと思っております。
どうぞ支援センターを今後もご利用ください。

　保健センター内で実施しております日高村地域子育て支援
センターでは、この一年間様々な行事や活動を行いました。
　今年度最後の行事としまして、３月14日には「おおきく
なったね！」と題して、親子そして参加したみんなで子ども
たちの成長を喜び合いました。参加して頂きましたおかあさ
んやおばあちゃん方からたくさんのことばをいただきました。
ご紹介致します。

「♪グーグー　　　
　　チョキチョキ～♪」
てあそびしたよ！

問い合わせ先
日高村地域子育て支援センター

　２４－５６６５
（相談等専用電話）

　支援センターに来るのが習慣となっていました
が、○○が生まれてからなかなか来ることができ
なくって親子共々少し寂しい毎日です。○○がも
う少し大きくなった頃には、再び毎日のようにあ

そびに来たいと思っています。
　ここに来るようになって、○○の友だちもできましたし、
私自身にもママ友だちができたことがすごくうれしいです！
これからもよろしくお願いします。

　毎日とても楽しくあそばせて頂きま
した。本当にありがとうございました。
　しばらくの間子育て等した事のない
私にとっては、若いお母様方と一緒に色々
とお話させて頂きありがたく思っています。
　これからも機会がありましたらおじゃまさせて
頂きたいと思います。

　利用した回数は少なかったけど、ここに来る
と子どもはとてもうれしそうで、とてもよかっ
たです。お母さんたちとも知り合えるきっかけに
なるこの場所が話し合える場、ストレス解消にも

なり、私自身もおもしろかったです。
　一番上の子の時のお母さんたちはもうほとんどいなく、
古株となってしまいましたが、これからのお母さんたち
のコミュニケーションの場となるこの場所は、いつまで
も在り続けてほしいと思います。

　支援センターの色々な行事に参加できてすご
くよかったです。初めて寄せてもらって「こん
な活動をしてくれているのか！」と感心して、
他のお母さん達とも交流がもてて、少し地元に

根づけたような安心感というかそんな気分になれています。
　子育ての悩みだけでなく、地域の事や他もろもろと交流
の場があってうれしいです。

　初めてくる日はとても勇気がいりましたが、
今では毎日楽しく過ごせてよかったと思ってま
す。いろんなイベントも参加してたくさんの友
だちもでき（母子ともに）ありがたい気持ちで

いっぱいです。これからもよろしくお願いします。

　いつも楽しくこさせてもらいまし
た。本当にありがとうございました。
　これからもよろしくお願いします。

　長男がいた頃からなので6年くらい子
育て支援センターにお世話になりました。
　○○は食物アレルギーがあったために、
先生方にも色々と工夫していただいて、
とてもありがたかったです。
　幸せなことに日高ではアレルギーの子が少なく
て、○○の為に他の子ども達にも迷惑をかけてい
るのでは…と思いながらも同年代の子どもとあそ
ばせたくて行事に参加してきました。これからは
もっとアレルギーの子が増えてくると思うので、
公共の場としての対応をしてくださることを願っ
ています。
　若いお母さん方がたくさん参加して、ベテラン
ママの育児の知恵をわけてもらい、楽しく子育て
ができるような場ですので、これからもこの「す
くすくひろば」を大切にしてほしいと思います。
　長男の育児に悩んでいたあの頃、私を救ってく
れた「すくすく」のメンバーとの関係は今も続い
て私の支えになっています。ありがとうございま
した。

一年
間を振り返って…一年
間を振り返って…一年
間を振り返って…
日高村地域子育て支援センター

─広報ひだか 4月号─　（10）（11）　─広報ひだか 4月号─
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－国民年金－
お問い合わせは  24－5111

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20
歳
に

な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
保

険
料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学

生
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
収
入
が
少
な
い
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と
は
、

在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、

承
認
を
受
け
た
期
間
は
未
納
の
取
扱
い
と
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
万
が
一
の
と
き
に
も
安
心
で
す
。

《
対
象
者
》

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
等
※
１
に
在
学
す
る

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
学
生
本
人
の
前
年
の
所
得

が
１
１
８
万
円
以
下
※
２
の
方
（
平
成
18
年
度
の

所
得
基
準
）

※
１
…
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
も
含

ま
れ
ま
す
。

※
２
…
扶
養
親
族
等
が
い
る
場
合
や
社
会
保
険
料

控
除
等
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
数
や
金
額

に
応
じ
た
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

《
承
認
期
間
》

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
平
成
20
年
３
月
ま
で

《
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…
》

　

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間（
25
年
以
上
）

に
も
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
（
追

納
）
で
き
ま
す
の
で
、
将
来
受
け
取
る
金
額
を
満

額
に
近
づ
け
る
た
め
に
も
、
卒
業
し
た
ら
追
納
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度

目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
保
険
料

に
一
定
の
加
算
額
が
か
か
り
ま
す
。

《
申
請
手
続
き
》

　

役
場
・
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
て
お
早
め
に
申

学
生
に
は「
学
生
納
付
特
例
制

度
」が
あ
り
ま
す

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。期限内に納めるように
しましょう。
◎国民年金への加入と保険料の納付は法律で義務付けられています。
　国民年金保険料の負担能力があるにもかかわらず納付しない人に
対しては、財産の差し押さえを行うこともあります。

便
利
で
お
ト
ク
な
「
前
納
制
度
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

平
成
19
年
度
の
保
険
料
は
、
４
月
か
ら
１
ヶ
月

１
４
、１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
一
定
期
間
分
の

国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
付
す
る
「
前
納

制
度
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
割
引
が
あ
り
大

変
お
得
で
す
。

　

４
月
か
ら
１
年
分
も
し
く
は
半
年
分
の
前
納
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
４
月
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」
に

添
付
さ
れ
た
前
納
用
納
付
書
で
、
５
月
１
日
㈫
ま

で
に
お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
（
前
年
度
に
承
認
を

受
け
て
い
た
方
も
、
引
き
続
き
学
生
の
場
合
は
再

度
申
請
が
必
要
で
す
）。
申
請
が
遅
く
な
る
と
、
万

が
一
の
時
に
障
害
基
礎
年
金
等
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の
…
年
金
手
帳
、
学
生
証
の

写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑
（
本
人
署

名
の
場
合
は
不
要
）
な
ど

※
学
生
以
外
の
方
に
は
、「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」
や
「
申
請
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、「
服
用
時
間
と
服
用
回
数
」

に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

飲
み
薬
に
は
、病
院
で
も
ら
っ
た
薬
、

町
の
薬
局
で
購
入
し
た
薬
を
問
わ
ず
、

飲
む
時
間
・
回
数
・
量
が
指
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
指
示
に
は
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が

あ
り
、
そ
れ
を
守
ら
な
い
と
効
き
目
が

薄
れ
る
ば
か
り
か
副
作
用
を
招
く
原
因

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
指
示
さ
れ
た

服
用
時
間
、
服
用
回
数
と
服
用
量
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

●
服
用
時
間
に
つ
い
て

　

飲
み
薬
に
は
、「
食
前
」「
食
後
」「
食

間
」
と
い
う
よ
う
に
、
飲
む
時
間
と
食

事
が
関
連
づ
け
て
指
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
も
の
で
す
。
い
つ
飲
ん
で
も

効
き
目
に
大
差
の
な
い
薬
も
あ
れ
ば
、

食
前
に
飲
ん
だ
方
が
効
き
目
が
現
れ
や

す
い
薬
、胃
腸
障
害
を
防
ぐ
た
め
に「
食

後
す
ぐ
」
に
飲
む
方
が
良
い
薬
な
ど
、

薬
の
性
質
や
患
者
さ
ん
の
状
態
な
ど
を

考
え
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的

に
は
次
に
述
べ
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

☆
食
前

　

食
事
の
30
分
位
前
に
飲
む
と
い
う
意

味
で
す
。
お
も
に
、
食
欲
増
進
剤
や
、

胃
酸
の
影
響
を
受
け
る
と
効
き
目
が
悪

く
な
り
や
す
い
薬
、
食
後
に
飲
む
と
吸

収
が
悪
い
薬
な
ど
を
食
前
に
飲
み
ま
す
。

☆
食
直
後
ま
た
は
食
後

　

食
事
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
、
も
し

く
は
30
分
以
内
に
飲
む
と
い
う
意
味
で

す
。
薬
の
中
に
は
胃
の
粘
膜
を
荒
ら
す

も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
食
後
に

薬
を
飲
め
ば
、
胃
の
中
の
物
が
十
二
指

腸
に
移
動
す
る
間
（
約
30
分
間
）、
薬

は
飲
食
物
に
カ
バ
ー
さ
れ
て
胃
の
粘
膜

に
直
接
触
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
食
後
に
薬
を
飲
む
も
う
一
つ
の

利
点
は
、
飲
み
忘
れ
を
防
ぎ
や
す
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
上
、
食
事
時
間

は
お
お
よ
そ
等
間
隔
な
の
で
、
薬
も
等

間
隔
に
飲
む
こ
と
に
な
り
、
薬
の
効
果

を
あ
る
程
度
一
定
に
保
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

☆
食
間

　

食
事
と
食
事
の
間
の
空
腹
時
（
食
事

の
約
２
時
間
後
）
と
い
う
意
味
で
す
。

食
事
中
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
胃
の
粘
膜
を
守
る
潰
瘍
の
薬
の
場

合
や
、
薬
の
効
き
目
を
早
く
現
し
た
い

場
合
、
確
実
に
し
た
い
場
合
に
指
示
さ

れ
ま
す
。

●
服
用
回
数

☆
１
日
１
回

　

最
近
は
、
徐
放
剤
と
い
っ
て
効
き

目
が
24
時
間
以
上
続
き
、
１
日
１
回
飲

め
ば
良
い
と
い
う
薬
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
降
圧
剤
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
な
ど

に
あ
り
ま
す
。

☆
１
日
２
回

　

１
日
３
回
、
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
時
間
に

飲
め
な
い
方
や
、
飲
み
忘
れ
を
し
が
ち

な
方
に
便
利
な
の
で
こ
の
タ
イ
プ
の
薬

が
増
え
て
い
ま
す
。
朝
夕
の
食
後
、
12

時
間
ご
と
な
ど
が
多
い
よ
う
で
す
。

☆
１
日
３
回

　

１
日
３
食
の
生
活
パ
タ
ー
ン
に
合
わ

せ
て
い
る
の
で
飲
み
忘
れ
が
少
な
く
、

ま
た
、
効
き
目
の
持
続
時
間
が
４
〜
６

時
間
の
薬
が
多
い
こ
と
か
ら
、
最
も
一

般
的
な
服
用
方
法
で
す
。
し
か
し
、
今

後
は
、
１
日
１
〜
２
回
の
服
用
が
主
流

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

☆
１
日
４
回

　

お
も
に
抗
生
剤
な
ど
の
化
学
療
法
剤

の
服
用
パ
タ
ー
ン
で
す
。６
時
間
ご
と
、

ま
た
は
３
回
の
食
事
ど
き
と
寝
る
前
に

飲
み
ま
す
。

シ　リ　ー　ズ 知っておきたい薬の知識69
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《平成19年度保険料額》
定額保険料 現金前納金額

１年分
169,200円

（14,100円×
12ヶ月）

166,200円
（3,000円

おトク！）

６ヶ月分
84,600円

（14,100円×
6ヶ月）

83,910円
（690円

おトク！）
※希望する月から平成20年３月分までの
保険料を前納することもできます。

月々の納付も口座振替の「早割」なら
月額50円おトクです。
詳しくは、お近くの社会保険事務所へ
お問い合わせください。
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池野いちび選

俳
句
教
室

コ
ス
モ
ス　
　
寸
評　

い
ち
び

○
雛
か
ざ
り
畳
の
部
屋
で
皆
を
ま
つ

河
村
時
子

　

三
月
三
日
の
女
の
子
を
祝
う
桃
の
節
句
。

内
裏
雛
や
三
人
官
女
、
五
人
囃
子
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
雛
を
か
ざ
り
ま
し
た
。
あ
か
り
を

つ
け
て
、
ご
ち
そ
う
も
い
っ
ぱ
い
か
ま
え
て
、

こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
を
待
つ
と
こ
ろ
で

す
。

○
節
分
の
豆
ま
く
声
の
は
づ
か
し
さ

山
本
眞
知
子

　

節
分
の
夜
、
悪
魔
を
追
い
は
ら
い
、
福
を

呼
ぶ
た
め
に
「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
と
大
き

な
声
を
出
し
た
い
の
で
す
が
、
誰
か
に
聞
か

れ
そ
う
な
気
が
し
て
、
小
さ
な
声
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
多
く
の
人
が
こ
ん
な
経
験

を
も
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

○
山
道
に
こ
ろ
り
こ
ろ
り
と
藪
椿

山
中
芳
子

　

椿
の
花
は
落
ち
る
と
き
に
花
び
ら
が
散

る
の
で
は
く
、
花
全
体
が
落
ち
ま
す
。
こ

の
俳
句
で
は
、
落
ち
て
こ
ろ
が
る
も
の
、

山
道
の
坂
を
こ
ろ
が
っ
て
ゆ
く
も
の
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
と
思
い
う
か
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
藪
椿
の
花
は
小
さ
め
で
す
が
、

地
面
に
い
っ
ぱ
い
落
ち
て
い
る
の
も
美
し

い
も
の
で
す
。

○
マ
フ
ラ
ー
を

お
し
や
れ
に
巻
い
て
背
筋
の
び

寺
田
信
子

　

寒
さ
を
防
ぐ
た
め
襟
も
と
を
包
む
マ
フ

ラ
ー
に
は
、絹
毛
糸
、毛
皮
製
な
ど
が
あ
り
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
か
ね
た
種
類
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
お
し
ゃ
れ
気
味
に
巻
く
と

気
持
ち
も
ひ
き
し
ま
り
、
背
筋
も
ぴ
ん
と

伸
び
ま
し
た
。

○
春
の
海
白
い
小
舟
の
桂
浜山

中
静
江

　

春
の
海
は
藍
色
に
凪
ぎ
、
あ
ら
り
の
波

は
静
か
で
の
ど
か
さ
が
感
じ
れ
ま
す
。
そ

の
海
を
な
が
め
て
い
る
と
、
白
い
小
さ
な

舟
が
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
き
ま
し
た
。
春

の
桂
浜
で
す
。

興味のある人は、
ぜひご参加ください！！
初心者ももちろん大歓迎。
今回の兼題は、

“春”です。
日　時　平成19年４月11日㈬　13：30～
場　所　東部福祉館（24－5440）
参加費　無料
対象者　村内在住の方
講　師　池野いちびさん
　　　　（広報ひだかでおなじみの）

俳句

教室

はい　 く

きょう しつ

伊
野
部
哲
也

春
雷
や
船
中
八
策
読
め
ぬ
文
字

雛
の
燈
の
襖
の
隙
間
よ
り
洩
れ
来門

田
の
ぶ
子

美
容
院
花
器
い
つ
ぱ
い
の
桃
の
花

待
ち
か
ね
し
案
内
の
届
く
雛
ま
つ
り

北
添　

正
子

年
毎
に
雛
を
飾
り
て
成
人
に

鳰
水
輪
二
つ
に
潜
り
を
り

川
瀬　

晴
恵

目
口
な
く
黒
髪
長
し
紙
雛

ま
だ
歌
に
な
り
ぬ
口
笛
春
近
し

高
橋
十
糸
子

逝
き
し
娘
の
雛
を
飾
れ
ば
ほ
ゝ
え
め
る

雛
の
間
の
明
り
に
フ
ッ
ト
娘
の
気
配

鎮
西　

美
緒

手
を
抜
け
て
洗
ひ
菜
あ
そ
ぶ
水
ぬ
る
む

娘
と
語
る
夫
の
笑
顔
よ
春
炬
燵

森
下　

花
子

一
斉
に
開
き
始
め
し
白
木
連

は
く
れ
ん
皆
下
向
き
に
午
后
の
雨島

田
ひ
と
み

雛
段
の
甘
酒
香
る
畳
の
間

満
開
の
枝
差
し
交
わ
す
寒
桜

中
村　

梅
子

三
椏
の
花
も
束
ね
て
売
ら
れ
を
り

ひ
そ
ひ
そ
と
初
雛
を
選
る
人
ら
し
き

中
山　

美
根

薄
紙
を
取
れ
ば
雛
の
起
き
て
を
り

デ
ー
車
よ
り
降
り
立
つ
夫
の
手
に
雛

南
部
記
代
子

戦
時
中
の
疎
開
の
荷
に
も
雛
の
あ
り

千
代
紙
で
内
裏
雛
折
る
デ
イ
の
午
後

池
野
い
ち
び

仕
上
が
り
て
目
鼻
は
描
か
ぬ
紙
の
雛

初
蝶
や
し
づ
か
な
人
の
行
く
小
径

柏
井　

皓
子

○
定
位
置
に
飾
り
終
へ
た
る
雛
の
段

桃
の
節
句
の
雛
か
ざ
り
で
あ
る
。
桐
の

箱
な
ど
に
入
れ
て
仕
舞
っ
て
い
た
雛
を

一
つ
ず
つ
出
し
て
、
冠

か
ん
む
り・
扇
・
笏し

ゃ
く
な

ど
に
も
気
を
つ
け
な
が
ら
、
内だ

い

裏り

雛び
な

・

官
女
・
五
人
囃ば

や
しな
ど
と
並
べ
て
ゆ
く
。

並
べ
る
順
序
を
ま
ち
が
え
な
く
、
す
な

わ
ち
、
定
位
置
に
飾
り
終
え
て
の
、
く

つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
と
き
で
あ
る
。

片
岡　

幸
枝

○
折
り
あ
げ
て
対
と
な
り
た
る
紙
の
雛

対つ
い
と
な
っ
た
の
は
、
内
裏
雛
の
よ
う
な
、

男
女
一
対
の
雛
。
同
じ
作
者
に
、「
折
り

あ
げ
て
生
れ
し
表
情
紙
の
雛
」
の
句
も
あ

る
が
、
色
紙
や
千
代
紙
な
ど
で
の
、
手
作

り
の
雛
に
も
ま
た
親
し
み
を
覚
え
る
。

橋
詰
登
志
子

娘
の
雛
と
語
り
て
一
人
に
も
慣
れ
て

雛
様
と
見
ま
が
ふ
程
の
雛
の
主

浜
田　

博
子

五
位
鷺
の
頭
を
吹
く
風
や
猫
柳

春
の
日
を
突
き
上
げ
て
ゐ
る
鯉
の
口

濱
田　
　

幸

音
の
し
て
流
れ
に
乗
り
ぬ
落
椿

段
雛
は
出
さ
ず
箱
雛
だ
け
飾
る

岩
村　

さ
と

雛
壇
を
飾
り
て
狭
い
四
帖
半

過
ぎ
て
行
く
最
終
列
車
春
の
夜

か
い
つ
ぶ
り



○
開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

○
休
館
日

　
月
・
祝
日

○
貸
出

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
２
週
間

　
　
20
―
１
５
３
３

図書館利用案内

Village NowVillage Now
日高村の人口 日高村の交通事故

発生状況

　　　１～２月分（２月）

人身事故　　７件 （２件）

死　　者　　１名 （０名）

傷　　者　　７名 （２名）

　　　　　　２月末現在
　　　　　　   （前月比）
世帯数 　 2,455　（±０）
人　口 　 6,090人（－７）
　　　 男 2,884人（－４）
　　　 女 3,206人（－３）

（受賞者の紹介（敬称略））
日高村教育委員会表彰被表彰者

　・長畑・宮ノ谷こおどり保存会
　・名越屋女性の会
日高村教育長表彰被表彰者

　・齋藤 章人　・矢野 梨菜

2006年度を
　　　ふりかえって－

2006年度を
　　　ふりかえって－
2006年度を
　　　ふりかえって－
2006年度を
　　　ふりかえって－

生涯学習大会生涯学習大会生涯学習大会
第42回　

２
月
18
日
（日） 

日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、
平
成
18
年
度
日
高
村
生
涯
学

習
大
会
「
ひ
だ
か
の
日
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
本
年
度
の
教
育
委
員
会
表
彰
・
教
育
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
民
話
で
つ
な

ぐ
み
ん
な
の
和
│
ひ
だ
か

再
発
見
！ 

人
と
民
話
と
図

書
館
と
│
」
を
テ
ー
マ
に

日
高
村
立
図
書
館
の
支
援
組

織
「
日
高
読
も
う
会
」
の
企

画
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

ロ
ビ
ー
で
の
古
本
市
、
抹
茶

接
待
、
出
張
図
書
館
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
地
域
で
活
動
し
て
い
る
各

団
体
が
一
堂
に
会
し
て
、
観

客
と
共
に
み
ん
な
で
民
話
を

テ
ー
マ
に
日
高
村
の
再
発
見

を
し
ま
し
た
。

・朗読ひだか
・茶道クラブ
　（子ども教室）
・日高村教育委員会
・日高村立図書館

・環頭太鼓
・朗読クラブ（日下小児童）
・ぷちとまと
・日高民話の会
・日下保育園児（有志）

（出演者、協力者）

退
職
の
ご
挨
拶

私
こ
と
、　

　
平
成
19
年
３
月
を
も
っ
て
退
職
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
在
職
中
は
、
大
好
き
な
本
に
囲
ま
れ
て
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
充
実
し
た
時
間

を
す
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用

者
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
仕
事
を
通
じ
て
多

く
の
方
と
お
話
し
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
図
書
館
を
支
え
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な

さ
ま
に
、
仕
事
で
お
返
し
す
る
こ
と
も
ま
ま
な

ら
ず
、
お
世
話
に
な
る
ば
か
り
で
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
い
い
本
と
出
会
え
る
場
と
し
て
、
ま

た
憩
え
る
場
と
し
て
、
日
高
村
の
図
書
館
が
お

お
い
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

  

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

土
居
美
香

　
７
年
間
、
図
書
館
で
働
い
て
く
れ
た
土
居

美
香
さ
ん
が
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

土
居
さ
ん
、
長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

日高読もう会の皆さん、
　　　ありがとうございました
日高読もう会の皆さん、
　　　ありがとうございました

　
昨
年
は
、
日
高
読
も
う
会
よ
り
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
夏
ま
つ
り
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
っ
た

収
益
を
図
書
館
に
寄
付
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
読
み
聞
か
せ
会

な
ど
で
子
ど
も
た
ち
の
読
書
推
進
に

尽
力
し
て
く
だ
さ
り
、
図
書
館
の
強

い
味
方
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
０
０
７
年
度

も
引
き
続
き
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
３
月
21
日
　
春
分
の
日
に

東
部
児
童
館
の
子
ど
も
会
の

み
ん
な
で
「
鷲
羽
山
ハ
イ
ラ

ン
ド
」
へ
親
子
30
名
で
、
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
行
楽
日
和
と
な
り
、

瀬
戸
大
橋
を
な
が
め
な
が
ら
、

沢
山
の
乗
り
物
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
遊
ん
で
来
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

（水）
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